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学校 学年 区分 指導方法

８～９年 後期
（発展・充実期） 教科担任制

５～７年 中期
（活用・定着期）

一部教科担任制
国算（数）理社英
などの教科担任
制を推進

１～４年 前期
（基礎期） 学級担任制

ｚ

2019.2

大田原市の小中一貫教育とコミュニティ・スクール
特集

今年度より市内全中学校区において小中一貫教育とコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）を実施しています。

小中一貫教育を縦軸、コミュニティ・スクールを横軸と捉え、一体化して推進する事で、

義務教育９年間の

小中一貫教育
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間

中
学
生

小
学
生

ね
ら
い
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体
策

９年間で目指す
子ども像を共有する

コミュニティ・スクール
中学校区で１つの学校運営協議会を設置し、

「地域とともにある学校づくり」を推進する

◎中学校区の学校運営方針を承認する。
○学校運営について意見を述べる。
○学校の特色に応じた教職員の任用に関する意見を述べる。

（小中一貫型小学校・中学校）

具体策
○９年間の教育目標を明確化し、系統性を図ったカリキュラムを作成する。
○小・中学校の教職員が連携して、授業力向上を図る。
○小・中学校で連携して、児童生徒の交流活動などを行う。
○配慮を要する児童生徒の情報共有を行い、
　子どもたち一人一人に適した教育環境を整える。

系統性のある指導で

子どもたちの人間性・学力・コミュニケーション力・社会適応力の育成と向上を図る

一人一人の学力を最大限伸ばし、進路実現を図る

　市内全小・中学校で小中一貫教育がスタートしましたが、その中でも今年度は下記３中学校区が研究指定中学校区と
して公開研究発表会を実施しています。

平成 30年度の大田原市小中一貫教育の研究指定中学校区

○野崎中学校区（通称：ののさき学園）　薄葉小学校　石上小学校　野崎中学校
○金田南中学校区（通称：金田南学園）　　奥沢小学校　金丸小学校　金田南中学校
○湯津上中学校区（通称：雄飛が丘学園）　佐良土小学校 湯津上小学校 蛭田小学校 湯津上中学校

【ののさき学園の取組】 11 月実施の「ののさき学園」研究発表会

小・中学校３校の教員が系統的で効果

的な指導法について検討

　上記のように全中学校区において、小・中学校の教職員が連携して授業研修会などを実施しながら、授業力の向
上を図っています。

大田原市のコミュニティ・スクールの特徴

・小中一貫教育と一体化して推進していくために、通常は各学校に設置している学校運営協議会を中学校区でまとめて
　１つの学校運営協議会として設置をしています。（１中学校区 20 名以内で構成）
・学校と地域との「協働」を通して、「地域とともにある学校づくり」が推進できるように、学校と地域を結ぶ各中学校
　区の「地域コーディネーター」が委員に含まれています。

目標

短期目標

学校運営協議会

大田原中学校区

学校運営協議会

金田南中学校区

学校運営協議会

若草中学校区

学校運営協議会

野崎中学校区

学校運営協議会

親園中学校区

学校運営協議会

湯津上中学校区

学校運営協議会

金田北中学校区

学校運営協議会

黒羽中学校区

形態
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（西原小学校・紫塚小学校・大田原中学校）

（親園小学校・宇田川小学校・
佐久山小学校・福原小学校・親園中学校）

（大田原小学校・若草中学校）

（市野沢小学校・羽田小学校・金田北中学校）

「まちづくり会議の様子」
（平成 30 年 12 月 9日）
・生徒と地域の皆さんが
「まちづくり」をテーマに
地域活性化を目指し、話
し合いました。

第２回学校運営協議会「学校の負担軽減」についての熟
議の様子文化祭での小・中学生合同の合唱 中学校での「しめ縄づくり」

第 2回学校運営協議会の様子 小学校での中学校生活説明会

　大田原中学校区は、２小１中の中学校区です。学校
運営協議会の委員は合計 18 名で、各小中学校の保護者
代表、地域コーディネーター、主任児童委員、公民館長、
社会福祉協議会長、自治会長代表、校長等で構成して
います。
　大田原中学校区では、「夢や希望に向かい　たくまし
く生きる子ども」を教育目標として、９年間の小中一貫
教育を目指しています。５月開催の学校運営協議会に
てその目標等を承認し、学校と協働しながら地域の子
どもたちを育てるために協議を進めています。
　今後の活動としては、菊作りや裁縫指導等の教育活
動への支援と共に今まで地域や各団体で行われてきた
行事等を通して、子どもたちとどのように関われるか
を検討していきます。そして、地域の子どもたちと地
域の皆さんで地域の活性化を目指したいと思います。

　親園中学校区は、１中４小の中学校区です。親園中
学校、佐久山中学校の統合により、中学校区が今年度
から大きく広がりました。
　各地区、各学校の代表が集まった学校運営協議会で
は、まずはそれぞれの取組状況等について情報共有か
ら始めているところです。
　学校と地域の皆様が交流する行事として、親園中学
校文化祭があります。この文化祭は、親園地区公民館
の文化祭と一緒に開催しています。
　今年度は校区の４校の小学生も合唱や合奏でステー
ジ演奏に参加しました。小中学生全員による全体合唱
や地域の方々による伝統芸能、親園草刈り歌やお囃子
の披露、ＪＡ親園のけんちんうどんの販売、活性化協
議会のバザーもありました。
　また、年末には公民館や地域コーディネーターのご
協力のもと、小学校ではミニ門松作りを中学校ではし
め飾り作りを行うなどの活動もしています。

　若草中学校区は、１小１中の中学校区です。学校運
営協議会の委員は、生涯学習推進協議会長、生涯学習
コーディネーター、地域コーディネーター２名、各学
校ＰＴＡ会長２名、各校長２名、学識経験者２名の合
計 10 名で構成しています。
　これまでの協議会での出席率は 100%です。協議会
では、さまざまな課題に対して、建設的で前向きな発
言で有意義な時間を共有できています。
　第２回運営協議会は大田原小学校で開催しました。
中学１年生による中学校生活の説明会の様子を見学し、
小学生が目を輝かせて話を聞く真摯な態度と工夫を凝
らして熱心に説明する中学生の活動の勢いを身近で確
認しました。

　金田北中学校区は、１中２小の中学校区です。学校運
営協議会の委員は合計 16 名で、それぞれの学校の校長、
ＰＴＡ会長、生涯学習推進協議会長、自治会長、地域コー
ディネーター等で構成しています。
　組織としては、地域支援部会、広報・評価部会、地域
教育部会の３つに分かれています。
　年４回の開催で、これまでに授業参観をはじめ、給食
の試食などを実施しました。また、熟議として「学校の
負担軽減について」や「組織としての取組」を行ってきま
した。その際、各委員から児童・生徒を第一に考えた前
向きで活発な意見交換がなされ、今後の学校運営に大い
に生かされました。

大田原中学校区 若草中学校区

親園中学校区 金田北中学校区

各中学校区におけるコミュニティ・スクールの取り組み①
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（薄葉小学校・石上小学校・野崎中学校）（奥沢小学校・金丸小学校・金田南中学校）

（佐良土小学校・湯津上小学校・蛭田小学
校・湯津上中学校）

（川西小学校・黒羽小学校・須賀川小学校
・両郷中央小学校・黒羽中学校）

中学生が受付や踊り手と
して参加した夏祭り

ＪＡなすの中央ライスターミナルでの食農教育

第 3回学校運営協議会「熟議」の様子

下部組織ごとに活発に行
われた熟議

学生ボランティアによる学習支援（川西小学校）

　野崎中学校区は、１中２小の中学校区です。学校運
営協議会の委員は合計 19 名で、それぞれの学校の校
長、保護者代表、地域コーディネーター、各校の教育
振興会長等で構成しています。
　本中学校区では、地域をあげての様々な行事を開催
しております。「のざき桜まつり」「野崎地区夏まつり」
などは、学校、地域、家庭と連携した素晴らしい行事
として定着しています。
　学校運営協議会では、「地域と学校が共に行う教育
活動の推進について」をテーマとして熟議を行いまし
た。子どもたちが、参加するだけでなく企画運営など
にもかかわり、地域とともに協力しながら街の活性化
を図っていきます。

　金田南中学校区は、1中２小の中学校区です。学校
運営協議会の委員は 14 名で、各校の校長、教頭、Ｐ
ＴＡ会長、地域コーディネーター、地域代表等で構成
されています。
　今年度は、地域コーディネーターの方々の支援のも
と、学校毎に地域住民と交流を深め、地域の人材を生
かした活動や地域でのボランティア活動等を行いまし
た。その一つとして、金田南中学校ではＪＡなすのさ
んによる食農教育が行われ、中央ライスセンターやト
マト選果場・梨選果場を見学しました。
　今後は、下部組織を設置するなどして地域と学校の
協働体制づくりを行い、さらに充実させていきたいと
思います。

　湯津上中学校区は１中３小の中学校区です。学校運
営協議会は 20 名の委員で構成され、「教育支援部会」
「学校評価部会」「地域教育部会」「広報・行事部会」の４
つの部会が設置されています。
　また、年間７回の協議会を開催し、協議会では「熟議」
と「協働」を通して、保護者・地域の方々も学校運営に
参画しています。
　「先生方の負担軽減」をテーマとした熟議には４校の
教職員も参加し、一緒に話し合いました。話合いの結
果をもとに、下部組織を活用し、雄飛が丘フェスタ（湯
中文化祭）への協力や登下校見守りボランティアの募
集活動を行うことができました。

　黒羽中学校区は１中４小の中学校区です。学校運営
協議会の委員は合計 18 名で、それぞれの学校の校長、
保護者代表、地域コーディネーター、自治会長等で構
成しています。
　本中学校区では、「学びを深め、たくましく生きぬ
く児童生徒の育成」という小中一貫教育の目標実現に
向けて活動を開始しています。その一つとして川西小
学校では地域の方や学生ボランティアによる学習支援
を行っています。さらに今後、各地区でボランティア
の輪を広げていければとよいと考えています。

野崎中学校区金田南中学校区

湯津上中学校区 黒羽中学校区

各中学校区におけるコミュニティ・スクールの取り組み②
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